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巻頭コラム「北九州の黎明期―明治三〇年代」　
第35回特別企画展
　「門司情景―文学でたどる」
子どもの読書応援フェスタ！
朗読指導者・読書活動推進者のための勉強会・交流会
高橋睦郎さん文化勲章受章記念講演会
第11回林芙美子文学賞表彰式・記念トーク
鈴木結生さん芥川賞受賞
第16回子どもノンフィクション文学賞
九州の川柳句碑写真展、「川柳くろがね」誌一〇〇〇号刊行
櫓山荘子ども俳句大会

第15回「あなたにあいたくて生まれてきた詩」コンクール
歌とピアノによるデュオコンサート
福岡ユネスコ文化講演会
友の会自主企画「黒崎古書店めぐり」
「文学館友の会」新規会員を募集
第47回光草書道展
「北九州市立文学館紀要」第７号刊行
2024年度下半期「偲ぶ会」
展覧会開催予告
〔第36回特別企画展〕「戦争と文学者―火野葦平、林芙美子の場合」（仮）　
お祝い、お悔やみ／寄贈者・提供者、提供雑誌
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一
〇
〇
〇
号
の
大
樹
を
囲
む
祝
い
酒　

龍
太
郎

　

川
柳
誌「
川
柳
く
ろ
が
ね
」の
一
〇
〇
〇
号
発
刊（
二

〇
二
五
年
三
月
）、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
二
月
創
刊
。
そ
れ
以
前
の

歴
史
を
紐
解
く
と
、八
幡
製
鐵
所
が
開
所
し
た
翌
年（
明

治
三
五
年
）
に
文
芸
愛
好
家
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
パ

ー
セ
ン
ト
倶
楽
部
」
に
は
既
に
川
柳
欄
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
所
内
の
文
芸
総
合
誌
「
洞

海
」
に
受
け
継
が
れ
、
廃
刊
後
は
「
時
報
く
ろ
が
ね
」

に
拠
り
、昭
和
三
年
に
「
川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社
」
を
創
設
、

翌
年
創
刊
。
戦
争
中
の
休
刊
は
あ
り
ま
し
た
が
、
営
々

と
「
川
柳
く
ろ
が
ね
」
は
刊
行
さ
れ
、
一
九
九
九
年
四

月
に
「
八
幡
製
鐵
所
同
好
会
」
か
ら
離
脱
、
地
域
社
会

に
飛
び
出
し
北
九
州
の
川
柳
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

五
〇
〇
号
記
念
誌
（
一
九
八
三
年
八
月
）
で
の
当
時

の
市
長
谷
伍
平
は
、「
一
地
方
の
文
芸
団
体
と
し
て
は

稀
有
の
足
跡
」、「
こ
の
業
績
の
中
に
は
、
母
体
八
幡
製

鐵
所
の
歴
史
が
あ
り
、
鉄
と
共
に
生
き
た
強
固
な
鉄
人

の
国
治
へ
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、

北
九
州
市
の
文
芸
活
動
の
特
徴
で
も
あ
る
職
場
内
雑
誌

を
母
体
と
し
た
活
動
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
日
の
火
野
葦
平
原
作
、
齋
藤
雅
文
脚
本
、
長
塚
圭

史
演
出
に
よ
る
演
劇
「
花
と
龍
」（
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
北
九

州
芸
術
劇
場
三
月
一
五
・
一
六
日
）
は
、
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
包
ま
れ
大
成
功
で
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
は
「
明
治
時
代
の
終
わ
り
、
石
炭
産
業
で

活
況
に
沸
く
北
九
州
の
若
松
港
」「
荷
役
労
働
者
『
ゴ

ン
ゾ
』
を
生
業
と
す
る
男
・
玉
井
金
五
郎
と
女
・
マ
ン
」

「
欲
望
と
希
望
渦
巻
く
北
九
州
と
、
そ
こ
か
ら
飛
び
立

つ
夢
を
抱
く
男
と
女
の
、
た
ぎ
る
生
命
力
の
物
語
」
と

地
元
観
客
の
胸
襟
を
鷲
掴
み
に
す
る
言
葉
が
並
び
ま
す
。

舞
台
と
い
う
場
面
転
換
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
、
台
詞

な
ど
も
そ
の
ま
ま
に
原
作
に
ほ
ぼ
忠
実
に
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
今
、
な
ぜ
「
花
と
龍
」
？
金
五
郎
の
「
腕

と
度
胸
、
正
義
感
」、
マ
ン
の
「
器
量
と
愛
の
深
さ
」

へ
の
郷
愁
？
観
客
席
は
中
年
以
上
の
男
性
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
の
こ
の
こ
ろ
、
森
鷗
外
が
第
一
二
師
団
軍
医
部

長
と
し
て
小
倉
に
赴
任
（
明
治
三
二
年
）。
僅
か
二
年

十
ヶ
月
で
し
た
が
、
彼
の
作
家
的
生
涯
に
お
い
て
い
か

に
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
、
ご
指
導
賜
っ
た

山
崎
一
穎
先
生
が
、
九
月
一
四
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
に
は
当
館
で
の
特
別
企
画
展
「
森
鷗
外　

を
り

を
り
の
微
笑
」（
二
〇
〇
七
年
秋
）
で
監
修
を
お
願
い
し
、

ま
た
鷗
外
旧
居
の
遺
る
自
治
体
の
首
長
（
津
和
野
町
長

･

文
京
区
長
・
北
九
州
市
長
）
が
揃
っ
た
「
鷗
外
サ
ミ

ッ
ト
」
で
も
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
は

鷗
外
の
京
町
で
の
住
所
確
認
や
、
小
倉
赴
任･

離
任
往

復
路
の
交
通
手
段
な
ど
の
論
考
も
発
表
さ
れ
、
大
い
に

啓
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
跡
見
学
園
理
事
長
、
全

国
文
学
館
協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
森
鷗
外
記
念
館

館
長
（
津
和
野
町
）
の
他
、
文
京
区
立
森
外
記
念
館
主

催
展
も
監
修
。
作
年
刊
行
さ
れ
た
『
森
鷗
外
論
攷
完
』

は
先
の
『
論
攷
』
二
冊
を
合
せ
総
頁
数
二
千
五
百
頁
を

超
え
る
大
著
で
あ
り
、
鷗
外
研
究
者
と
し
て
第
一
線
を

駆
け
抜
け
た
先
生
の
重
厚
な
集
大
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
に
お
け
る
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
秋
か
ら
は
「
門
司
情
景
―
文
学
で
た
ど
る
」
展

を
開
催
。
門
司
港
で
の
鉄
道
遺
構
の
発
見
な
ど
も
含
め
、

奇
し
く
も
明
治
期
の
北
九
州
市
の
黎
明
期
を
再
考
す
る

機
会
が
重
な
り
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
に
前
回
、
今
回
と
続
い
た
林
芙
美
子
文

学
賞
受
賞
者
の
芥
川
賞
受
賞
を
歓
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

朝
比
奈
秋
さ
ん
、
鈴
木
結
生
さ
ん
、
さ
ら
に
新
し
い

文
学
の
沃
野
へ
の
挑
戦
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
北
九
州
の
黎
明
期
―
明
治
三
〇
年
代	

館
長　

今
川　

英
子
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昨
年
秋
は
35
回
目
の
特
別
企
画
展
と
し

て
、「
門
司
情
景
―
文
学
で
た
ど
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
関
門
海
峡
に
臨
む
九
州
の
玄

関
口
で
あ
る
門
司
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
で
多
く
の
人
び
と
が
行
き
交
っ
た
場
所
で

し
た
。
本
展
で
は
門
司
地
域
の
歴
史
を
踏
ま

え
つ
つ
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
門
司
を
描

い
た
文
学
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

〈
内
容
の
紹
介
〉

【
第
一
章
　「
近
代
以
前
」
の
門
司
】

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
門
司
に
関
す
る
記
述

が
あ
り
ま
す
。
五
三
五
年
に
朝
廷
の
直
轄
地

の
一
つ
、
腠み
さ
き
の
み
や
け

碕
屯
倉
が
置
か
れ
た
と
あ
り
、

六
四
六
年
の
改
新
の
詔
み
こ
と
の
りで
は
「
關せ
き
そ
こ塞
」
が

置
か
れ
た
と
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
、
後
の
門

司
関
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
門
司
」
と
い
う
地
名
は
、
奈
良
時
代
の

天
平
年
間
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

木
簡
に
「
門
司
」
と
書
か
れ
た
の
が
初
出
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
万
葉
集
』
に
は
現
在
の
小
倉
北
区
赤
坂

か
ら
門
司
区
大
里
の
海
岸
「
企
救
の
浜
」
を

詠
ん
だ
歌
が
４
首
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

宰
府
に
派
遣
さ
れ
た
役
人
や
、
九
州
北
部
の

防
衛
を
担
っ
た
防さ
き
も
り人
ら
が
歌
を
詠
み
、
地
名

が
伝
わ
っ
た
こ
と
で
「
き
く
の
は
ま
」
は
歌

枕
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
に
は
紫
式
部
の
娘
の
大
弐
三

位
、
歌
人
の
源
俊
頼
が
門
司
を
通
り
、
歌
を

詠
ん
で
い
ま
す
。
一
二
世
紀
頃
か
ら
、「
も

じ
の
せ
き
」
が
歌
枕
と
し
て
詠
ま
れ
は
じ
め

ま
し
た
。

　

平
安
末
に
は
源
氏
と
平
氏
の
争
い
が
起
こ

り
、
壇
ノ
浦
が
そ
の
決
戦
の
場
と
な
り
ま
し

た
。『
平
家
物
語
』に
は
そ
の
様
子
が
描
か
れ
、

平
氏
の
滅
亡
、
幼
い
安
徳
天
皇
の
入
水
と
い

う
悲
劇
は
、
門
司
を
訪
れ
る
旅
人
を
惹
き
つ

け
、
後
の
時
代
、
多
く
の
紀
行
文
で
触
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

鎌
倉
時
代
に
も
多
く
歌
に
詠
わ
れ
、
鴨
長

明
は
歌
論
書
『
無
名
抄
』
で
門
司
関
に
言
及

し
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
・
室
町
期
に
は
九
州
探
題
に
任
ぜ

ら
れ
た
今
川
了
俊
が
、
紀
行
文
『
道
ゆ
き
ぶ

り
』
で
門
司
に
つ
い
て
書
き
、
ま
た
連
歌
師

の
宗
祇
が
記
し
た
『
筑
紫
道
記
』
に
も
門
司

を
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は

大
友
宗
麟
と
毛
利
元
就
が
門
司
を
巡
っ
て
幾

度
も
争
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
は
遠
藤
周
作

『
王
の
挽
歌
』
な
ど
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
宮
本
武
蔵
と
佐
々
木

小
次
郎
の
決
闘
が
関
門
海
峡
の
巌
流
島
で
あ

り
、
吉
川
英
治
『
宮
本
武
蔵
』
ほ
か
多
く
の

小
説
に
書
か
れ
ま
し
た
。
元
禄
期
に
は
近
松

門
左
衛
門
が
『
博
多
小
女
郎
波
枕
』『
平
家

女
護
島
』、
井
原
西
鶴
は
『
好
色
一
代
男
』

で
門
司
、
関
門
海
峡
を
描
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
、
長
崎
に
奉
行
所
が
置
か
れ
、

大
田
南
畝
、
伊
沢
蘭
軒
が
長
崎
に
赴
い
た
際

の
道
中
記
で
門
司
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま

す
。
ま
た
滑
稽
本
の
道
中
記
、
十
返
舎
一
九

の
『
方
言
修
行 

金
草
鞋
』
に
も
門
司
が
出

て
き
ま
す
。

　

幕
末
、
第
二
次
長
州
征
討
で
は
長
州
藩
と

小
倉
藩
の
戦
い
が
あ
り
、
門
司
が
戦
場
と
な

り
ま
し
た
。
坂
本
龍
馬
を
書
い
た
初
の
伝
記

小
説
『
汗
血
千
里
駒
』、劉
寒
吉
『
山
河
の
賦
』

な
ど
に
こ
の
戦
い
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【
第
二
章
　
港
と
鉄
道
】

　

明
治
時
代
に
は
、
鉄
道
の
敷
設
、
築
港
が

行
わ
れ
、
門
司
港
は
一
八
八
九
年
に
石
炭
を

含
む
５
品
目
の
特
別
輸
出
港
に
指
定
、
筑
豊

炭
田
か
ら
運
ば
れ
た
石
炭
の
積
出
港
と
し
て

賑
わ
い
、
多
く
の
港
湾
労
働
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。
火
野
葦
平
は
両
親
を
書
い
た
『
花
と

龍
』
で
そ
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
九
一

年
に
鉄
道
が
開
通
。
夏
目
漱
石
は
、
熊
本
の
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第
五
高
等
学
校
に
赴
任
す
る
際
、
門
司
か
ら

鉄
道
に
乗
り
、
森
鷗
外
も
小
倉
赴
任
時
、
門

司
港
に
上
陸
し
、
鉄
道
で
小
倉
に
向
か
い
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
銀
行
西
部
支
店
が
下
関

の
仮
店
舗
か
ら
門
司
に
移
り
、
多
く
の
銀
行

や
企
業
が
門
司
に
支
店
を
出
し
、
門
司
港
地

域
は
急
速
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
で
は
第
二
軍
に
森
鷗
外
が
軍
医

と
し
て
、
従
軍
記
者
と
し
て
田
山
花
袋
が
お

り
、門
司
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。
鷗
外
は『
う

た
日
記
』
に
、花
袋
は
『
第
二
軍
従
征
日
記
』

で
、
門
司
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
多
く
の
作
家
が

海
外
渡
航
し
、
国
際
港
で
あ
っ
た
門
司
港
を

訪
れ
ま
し
た
。
芥
川
龍
之
介
、
斎
藤
茂
吉
、

与
謝
野
晶
子
・
寛
夫
妻
、
高
浜
虚
子
、
横
光

利
一
ら
が
、
渡
航
の
際
に
、
門
司
に
つ
い
て

書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
時
代
に
門
司
で
幼
少
期
を
過
ご

し
た
山
田
稔
、
赤
瀬
川
隼
、
尾
辻
克
彦
が
当

時
の
様
子
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
描
い
て
い

ま
す
。

【
第
三
章
　
昭
和
か
ら
現
在
】

　

日
中
戦
争
時
、
門
司
港
は
軍
事
中
継
基
地

の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
門
司
港
か
ら
火
野

葦
平
、宮
柊
二
が
中
国
に
出
征
。
葦
平
は『
土

と
兵
隊
』
に
門
司
港
か
ら
出
征
し
て
い
く
様

子
を
書
き
、
宮
柊
二
は
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
時
に
は
大
岡
昇
平
が
門
司
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
出
征
、小
説
「
出
征
」、『
俘

虜
記
』
で
そ
の
様
子
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

戦
中
の
門
司
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
晴
が

『
虚
構
の
ク
レ
ー
ン
』
で
門
司
へ
の
空
襲
を

書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
関
門
海
峡
が
ア
メ
リ

カ
軍
の
機
雷
投
下
で
封
鎖
。
光
岡
明
は
『
機

雷
』で
そ
の
掃
海
作
業
を
書
き
、門
司
に
育
っ

た
高
橋
睦
郎
は
目
の
前
で
機
雷
が
炸
裂
し
、

船
が
沈
む
さ
ま
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

敗
戦
後
、
門
司
は
引
揚
港
と
な
り
、
本
州

へ
の
接
続
点
で
も
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
引

揚
者
で
混
雑
し
ま
し
た
。
藤
原
新
也
は
幼
少

時
の
記
憶
と
し
て
そ
の
様
子
を
書
い
て
い
ま

す
。
ま
た
一
九
五
三
年
の
西
日
本
水
害
に
つ

い
て
は
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
内
田
百
閒
が

『
第
二
阿
房
列
車
』
で
書
い
て
い
ま
す
。
ま

た
門
司
出
身
の
平
出
隆
は
少
年
の
こ
ろ
の
50

～
60
年
代
の
門
司
の
様
子
を
エ
ッ
セ
イ
で
書

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
』
の
ほ

か
、
宮
脇
俊
三
、
田
中
小
実
昌
ら
の
紀
行
文

で
門
司
・
関
門
海
峡
が
書
か
れ
、
西
村
京
太

郎
や
斎
藤
栄
な
ど
の
推
理
作
家
の
ト
ラ
ベ
ル

ミ
ス
テ
リ
ー
で
も
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
の
発
展
で
通
過
地
点
と
な
り
経
済
が
停

滞
し
て
い
た
門
司
港
は
、
一
九
九
五
年
に
門

司
港
レ
ト
ロ
が
オ
ー
プ
ン
、
現
在
は
観
光
地

と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。町
田
そ
の
こ『
コ

ン
ビ
ニ
兄
弟
』
や
東
川
篤
哉
『
も
う
誘
拐
な

ん
て
し
な
い
』
に
は
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。（

展
示
資
料
点
数
＝
約
２
０
０
点
）

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
門
司
・
門
司
港
と
い
う
場
所
だ
け
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
も
こ
れ
だ
け
多
く

の
作
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
描
い

て
い
て
当
時
の
門
司
が
栄
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

	
	

（
20
代
・
若
松
区
）

・
千
年
以
上
も
の
長
い
間
、
門
司
が
文
献

に
記
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

改
め
て
門
司
の
重
要
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
る
姿
も
思
い
浮
か
び
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。	

（
40
代
）

二
〇
二
五
年
二
月
二
七
日

　

朗
読
や
読
み
聞
か
せ
に
関
心
が
あ
る
方
々

を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
子
ど
も
の
読
書
応

援
フ
ェ
ス
タ
！
」
と
し
て
、「
朗
読
指
導
者
・

読
書
活
動
推
進
者
の
た
め
の
勉
強
会
・
交
流

会
」
が
文
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

の
公
益
財
団
法
人 

文
字
・
活
字
文
化
推
進

機
構
は
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
法
」、

「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」、「
文
字
・
活
字

文
化
推
進
法
」
の
具
現
を
通
じ
て
、
言
語
力

豊
か
な
国
民
生
活
と
創
造
的
な
国
の
実
現
に

向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
団
体
で
す
。

　

ま
ず
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
朗
読

指
導
者
養
成
講
座
講
師
の
山
根
基
世
さ
ん
が

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
山
根
さ
ん
は
、

子
ど
も
時
代
に
本
を
読
む
こ
と
で
、
言
葉
の

力
で
未
来
を
拓
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
身
に

着
け
ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
す
。
朗
読
は
子
ど

も
の
人
格
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

朗
読
指
導
す
る
人
が
集
ま
る
仕
組
み
を
地
域

に
作
り
、
子
ど
も
の
言
葉
を
育
て
る
活
動
を

活
発
に
す
る
こ
と
で
、
大
人
と
子
ど
も
が
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
朗
読
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方

の
報
告
に
続
き
、
ふ
た
た
び
山
根
さ
ん
が
登

壇
、
高
峰
秀
子
の
エ
ッ
セ
イ
を
朗
読
さ
れ
ま

し
た
。

　

七
五
名
の
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
は
、
文
字
・
活

字
文
化
推
進
機
構
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
動
画
が
配
信
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
朗
読
活
動
の
実
践
と
し
て
、
子
ど

も
図
書
館 

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
の
読
み

聞
か
せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

山根基世さん

読み聞かせの様子

子
ど
も
の
読
書
応
援
フ
ェ
ス
タ
！

朗
読
指
導
者・読
書
活
動
推
進
者

の
た
め
の
勉
強
会・交
流
会
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二
〇
二
五
年
三
月
一
日

　

会　

場　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
北
九
州
芸
術
劇
場

　
　
　
　
　

小
劇
場

　

参
加
者　

一
六
〇
名

　

詩
人
・
高
橋
睦
郎
さ
ん
の
二
〇
二
四
年
度

文
化
勲
章
受
章
を
お
祝
い
し
て
、
高
橋
さ
ん

の
故
郷
で
あ
る
本
市
で
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
一
九
三
七
年
、
北
九
州
の
旧

八
幡
市
で
生
ま
れ
、
直
方
、
八
女
で
の
生
活

を
経
て
、
小
学
校
一
年
の
夏
休
み
か
ら
大
学

卒
業
ま
で
門
司
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
講
演

会
は
「
文
字
に
導
か
れ
て
」
と
題
さ
れ
、
高

橋
さ
ん
の
創
作
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
出

来
事
や
、
人
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
が
、
聞
く
こ
と
か
ら
言
葉
を
覚

え
、
さ
ら
に
文
字
を
読
み
始
め
た
の
は
、
直

方
で
暮
ら
し
て
い
た
時
期
（
一
九
三
七
～
四

四
年
）
で
し
た
。
八
幡
製
鐵
所
勤
務
の
父
親

が
高
橋
さ
ん
の
生
後
一
〇
五
日
目
に
亡
く
な

ら
れ
、
父
親
の
実
家
の
あ
っ
た
直
方
に
母
親

と
と
も
に
移
り
住
ま
れ
ま
す
。
母
親
が
ま
か

な
い
の
仕
事
を
し
て
い
た
三
菱
炭
鉱
の
事
務

員
の
独
身
寮
の
寮
生
た
ち
か
ら
平
仮
名
、
片

仮
名
、
漢
字
を
教
わ
り
、
小
学
校
入
学
前
か

ら
文
字
を
読
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。ま
た
、

祖
母
や
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
の
浄
瑠
璃
の
語

り
や
歌
を
繰
り
返
し
聞
い
た
こ
と
は
、
か
け

が
え
の
な
い
体
験
で
し
た
。「
二
人
の
歌
や

語
り
は
し
み
じ
み
と
し
て
い
て
」、「
毎
日
自

分
か
ら
ね
だ
っ
て
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
で
幼

い
魂
に
染
み
わ
た
っ
て
、
僕
の
悲
劇
精
神
を

養
っ
て
く
れ
」
た
と
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

　

門
司
に
移
り
住
ん
だ
小
学
校
時
代
に
は
、

母
親
が
売
ら
ず
に
残
し
て
く
れ
た
亡
父
の
蔵

書
の
一
冊
だ
っ
た『
少
年
文
学
集
』（
改
造
社
）

を
熱
心
に
読
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
、
巌

谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』
は
文
語
体
で
し
た
が
、

総
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
べ
て

理
解
で
き
な
く
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
、
の

ち
に
古
典
を
読
む
際
に
も
抵
抗
が
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
繰
り
返
し
読
む
こ
と
は
暗
記
に

つ
な
が
り
、「
暗
記
は
一
種
の
言
語
模
倣
」、

「
言
葉
の
身
体
化
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
創

作
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
学
校
時
代
は
、高
橋
さ
ん
に
と
っ
て「
導

き
」
と
な
っ
た
特
別
な
本
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
呉
茂
一
訳
『
ギ
リ
シ
ア
ラ
テ
ン

抒
情
詩
集
』
で
す
。
同
級
生
に
誘
わ
れ
入
部

し
た
文
芸
部
部
室
の
片
隅
に
あ
っ
た
本
棚
か

ら
、何
気
な
く
手
に
と
っ
た
本
で
し
た
。「
何

の
気
も
な
く
め
く
っ
た
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
る

で
突
然
の
眩
し
い
光
の
よ
う
な
数
行
が
立
ち

上
が
っ
て
」、
高
橋
さ
ん
の
「
幼
い
感
受
性

を
震
え
上
が
ら
せ
」
ま
す
。「
こ
の
一
冊
と

の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
僕
が
詩
に
の
め

り
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
る
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
橋
さ
ん
を
導
い
た
一
冊

で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
文
芸
部
顧
問
の
先
生
に
ご
自
身

の
詩
を
見
て
も
ら
う
う
ち
に
、
書
く
こ
と
が

習
慣
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
投
稿
少
年
で
も

あ
り
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
作
文
な
ど
を
投

稿
し
、「
毎
日
中
学
生
新
聞
」（
西
部
版
）
で

は
入
選
、
入
賞
第
一
等
の
常
連
で
、
フ
ァ
ン

レ
タ
ー
が
た
く
さ
ん
届
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
文
芸
の
基
礎
は
歌
で
、
歌

人
は
「
歌
詠
み
」
と
い
わ
れ
、「
詠
む
」
は
「
呼

ぶ
」
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
モ
ノ
の
魂
に
呼
び
か

け
、
歌
の
形
に
呼
び
込
み
定
着
す
る
こ
と
が

第
一
の
「
詠
む
」、
次
に
歌
の
形
に
な
っ
た

も
の
を
自
分
の
な
か
に
呼
び
込
む
こ
と
が
第

二
の
「
読

む
」
で
、

「
歌
詠
み

は
、
歌
の

創
作
者
で

あ
る
と
と

も
に
、
読

書
家
で
あ

り
、
注
釈

者
だ
っ

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
は
生

ま
れ
て
か
ら
最
初
に
「
母
の
呼
び
か
け
」
を

聞
き
、
聞
く
こ
と
で
学
び
、
言
語
以
前
の
声

を
発
し
て
母
に
呼
び
か
け
る
―
―
と
「
呼
び

か
け
」
の
原
点
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
ご
自
身

の
母
親
へ
呼
び
か
け
た
詩
を
数
編
、
朗
読
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
高
橋
さ
ん
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
ホ
メ
ロ
ス
か
ら
、
現
代
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
ボ
ル
ヘ
ス
ま
で
、
五
〇
数
人
の

詩
人
に
呼
び
か
け
る
詩
作
品
「
あ
な
た
へ
―

過
去
と
い
う
名
の
未
来
へ
の
呼
び
か
け
」
を

連
載
中
（「
現
代
詩
手
帖
」）
で
す
。

　

最
後
に
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
高

橋
さ
ん
の
懐
の
深
い
人
間
性
に
触
れ
感
激
す

る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
文
字
で
書
い
て
生
き
て
い
く
」
高
橋
さ

ん
の
人
生
の
導
き
と
な
っ
た
様
々
な
出
会
い

に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
朗
読
で
高
橋
さ
ん
の

詩
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
豊
か
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
詩
と
の
出
会
い
、詩
へ
導
い
た
母
上
様
、

そ
し
て
多
く
の
知
人
の
尊
さ
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

	
	

（
小
倉
北
区
・
80
代
）

・
詩
の
朗
読
に
と
て
も
ひ
か
れ
ま
し

た
。
光
と
闇
と
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
感
情
の
発
露
に
と

て
も
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

	
	

（
門
司
区
・
60
代
）

高
橋
睦
郎
さ
ん

文
化
勲
章
受
章
記
念
講
演
会

高橋睦郎さん
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二
〇
二
五
年
二
月
二
二
日

　
11
回
目
を
迎
え
た
林
芙
美
子
文
学
賞
の
表

彰
式
・
記
念
ト
ー
ク
を
北
九
州
市
立
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　（
参
加
者
：
二
一
〇
人
）

●
表
彰
式

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
五
三
〇
編
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
神
奈
川
県
在
住
の
津
田

美び
こ
う幸
さ
ん
の
「
ア
ナ
グ
マ
」
が
大
賞
に
、
北

海
道
在
住
の
チ
ヒ
ロ
・
オ
オ
ダ
テ
さ
ん
の「
燃

ゆ
る
海
」
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
（
受
賞

決
定
後
「
燃
ゆ
る
馬
」
に
改
題
）。

　

表
彰
式
に
は
、
最
終
選
考
委
員
の
井
上
荒

野
さ
ん
、
角
田
光
代
さ
ん
、
川
上
未
映
子
さ

ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
田
さ
ん
、
オ
オ
ダ
テ
さ
ん
に
は
北
九
州

市
立
文
学
館
の
今
川
館
長
か
ら
、
表
彰
状
と

盾
、
副
賞
（
大
賞
は
一
〇
〇
万
円
、
佳
作
は

一
〇
万
円
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
挨
拶
で
津
田
さ
ん
は
、「
自
然
を

言
葉
で
描
写
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
と
、

ち
ょ
っ
と
悪
い
子
の
お
話
を
想
像
し
た
の
が

創
作
の
は
じ
め
だ
っ
た
」、「
私
に
と
っ
て
小

説
を
書
く
こ
と
は
考
え
る
こ
と
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と
、
ま
た
、

オ
オ
ダ
テ
さ
ん
は
、
小
説
を
読
む
こ
と
の
面

白
さ
、
読
み
手
の
存
在
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
体
験
の
衝
撃
が
「
今
も
夜
の
海
の
灯

台
の
よ
う
に
、
書
く
と
き
の
指
針
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
選
考
委
員
の
講
評
で
は
、
大
賞
作
品

は
、
描
写
や
会
話
を
含
め
文
章
が
本
当
に
上

手
く
、
勘
所
が
全
編
に
効
い
て
い
る
と
評
さ

れ
ま
し
た
。
佳
作
作
品
は
、
躍
動
感
や
迫
力

の
あ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
が
素
晴
ら
し
く
、ま
た
、

偶
然
性
が
活
か
さ
れ
て
唯
一
無
二
の
人
生
が

描
け
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
応
募
作
品
に
は
、「
書
く
人
も
読

者
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
近
づ
い
て
い
く

よ
う
な
小
説
を
読
み
た
い
」（
井
上
さ
ん
）、

「
見
慣
れ
た
景
色
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
よ

う
な
作
品
が
楽
し
み
」（
角
田
さ
ん
）、「
楽

を
し
な
い
で
、
ま
だ
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

も
の
を
言
葉
で
見
つ
け
て
欲
し
い
」（
川
上

さ
ん
）
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
場

者
へ
は
、「
い
い
小
説
は
、
読
ん
で
い
る
う

ち
に
ぱ
っ
と
世
界
が
広
が
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
瞬
間
が
来
る
。
最
初
は
難
し
い
と
思
っ

て
も
手
を
伸
ば
し
て
み
て
」（
井
上
さ
ん
）、

「
小
説
は
百
人
い
れ
ば
百
通
り
の
読
み
が

あ
っ
て
い
い
。
自
由
に
読
ん
で
欲
し
い
」（
角

田
さ
ん
）、「
読
書
は
日
常
の
中
で
も
う
戻
っ

て
来
ら
れ
な
い
よ
う
な
『
危
険
な
』
経
験
が

で
き
る
身
近
な
場
所
」（
川
上
さ
ん
）
と
そ

れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
記
念
ト
ー
ク

　

朝
比
奈
秋
さ
ん
が
「
林
芙
美
子
文
学
賞
を

受
賞
し
て
か
ら
」
と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
朝
比
奈
さ
ん
は
二
〇
二
一
年
、
第
七
回

林
芙
美
子
文
学
賞
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た

の
ち
、
三
島
由
紀
夫
賞
、
泉
鏡
花
文
学
賞
、

野
間
文
芸
新
人
賞
、
芥
川
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
働
く
な
か
、
ど
う
し
て
も
救

い
き
れ
な
い
患
者
や
家
族
を
前
に
し
て
苦
し

み
に
襲
わ
れ
絶
望
の
底
に
陥
っ
た
と
き
、
困

難
を
受
け
入
れ
、
希
望
を
見
出
し
た
過
去
の

偉
人
た
ち
の
存
在
が
光
明
に
な
っ
た
体
験
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
傷
・
ト
ラ
ウ
マ
に

は
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
で
、
向
き
合
う
こ

と
で
自
尊
心
が
取
り
戻
せ
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
山
羽
根
子
さ
ん
（
第
二
回
）、

鈴
木
結
生
さ
ん
（
第
一
〇
回
）
と
芥
川
賞
受

賞
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芙

美
子
賞
は
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
小
説
家
を
見

出
し
て
い
る
賞
と
い
え
る
、
津
田
さ
ん
、
オ

オ
ダ
テ
さ
ん
に
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
る

し
、
来
場
者
に
も
甥
や
姪
の
よ
う
に
応
援
し

て
ほ
し
い
と
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

第
11
回
林
芙
美
子
文
学
賞

表
彰
式
・
記
念
ト
ー
ク

今川館長から表彰を受ける津田さん

朝比奈秋さん

鈴
木
結ゆ
う
い生
さ
ん
芥
川
賞
受
賞

二
〇
二
五
年
二
月
二
一
日

　

第
一
〇
回
林
芙
美
子
文
学
賞
受
賞
者
の

鈴
木
結
生
さ
ん
が
、「
ゲ
ー
テ
は
す
べ
て

を
言
っ
た
」
で
第
一
七
二
回
芥
川
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
敬
愛
す
る

大
江
健
三
郎
さ
ん
と
同
じ
二
三
歳
で
受
賞

し
た
い
と
の
願
い
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
鈴
木
さ
ん
は
、
式
の
前
に
東

京
大
学
で
大
江
さ
ん
の
直
筆
原
稿
を
閲
覧

し
推
敲
の
跡
を
見
て
自
ら
の
小
説
観
を
再

考
し
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
最
後
に
あ
り

え
た
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
す
べ
て
を
肯

定
す
る
瞬
間
が
訪
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

小
説
を
書
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

鈴木結生さん
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二
〇
二
五
年
三
月
二
二
日

　

こ
の
文
学
賞
は
、
多
彩
な
文
学
者
が
築
い

て
き
た
北
九
州
市
の
文
学
の
土
壌
を
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
が
「
見
た
こ
と
」「
聞
い
た
こ
と
」、「
体

験
し
た
こ
と
」
を
も
と
に
調
査
、
取
材
し
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
文
章
と
し
て
描
く
こ

と
で
、
周
り
の
人
々
や
社
会
へ
の
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
２
０
０

９
年
か
ら
実
施
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
で
16
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
北
九
州
市
内
外
か
ら
小
学
生

の
部
に
１
３
３
作
品
、
中
学
生
の
部
に
99
作

品
、計
２
３
２
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
文
学
館
交
流
ひ
ろ
ば
で
行
わ

れ
、最
終
選
考
委
員
の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
、

最
相
葉
月
さ
ん
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ

ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん

へ
、
盾
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

に
は
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

最
終
選
考
委
員
の
方
々
か
ら
は
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
の
大
賞
の
片

桐
紡
さ
ん
に
は
、
面
白
く
読
め
る
よ
う
で
い

て
哲
学
的
で
も
あ
る
（
あ
さ
の
さ
ん
）、
家

庭
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
国
際
平
和
論
に

も
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
（
最
相
さ
ん
）、
文

章
の
組
み
立
て
も
完
成
し
て
い
る
（
リ
リ
ー

さ
ん
）
と
、
評
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
部

の
大
賞
の
チ
ャ
ケ
レ
オ
ン
さ
ん
は
過
去
三
回

入
賞
歴
が
あ
り
、
家
族
の
歴
史
を
描
き
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
な
い
貴
重
な
記
録

の
集
積
で
あ
り
、
充
分
に
大
人
の
本
と
し
て

も
読
め
る
（
最
相
さ
ん
）、年
々
う
ま
く
な
っ

て
い
て
、
本
作
は
集
大
成
（
リ
リ
ー
さ
ん
）、

さ
ら
に
世
界
や
時
代
を
対
象
に
し
た
も
の
も

読
み
た
い
（
あ
さ
の
さ
ん
）、
と
、
チ
ャ
ケ

さ
ん
は
今
年
で
〝
卒
業
〟
で
す
が
、
今
後
に

も
期
待
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
大
賞
受
賞
者
の
先
輩
で
あ

る
梅
田
明
日
佳
さ
ん
、
座
間
耀
永
さ
ん
が
お

祝
い
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
二
人

の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
座
間
さ
ん

は
第
３
回
Ｒ
ｅ
ラ
イ
フ
文
学
賞
最
優
秀
賞
を

受
賞
、
作
品
『
父
の
航
海
』
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
起
業
家
と
し
て
も
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
梅
田
さ
ん
は
、
読
売
新
聞
読
書

面
で
本
の
紹
介
の
連
載
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
過
去
の
作
品
も
含
め
て
、
文

学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

受
賞
者
　
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

大
賞
＝
片
桐
紡
（
新
座
市
立
東
北
小
学
校
）、

優
秀
賞
＝
能
美
に
な
（
明
治
学
園
小
学
校
）

喜
多
結
理
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
）、
選
考

委
員
特
別
賞
＝
川
名
岳
大
（
板
橋
区
立
向
原

小
学
校
）
立
山
怜
佳
（
大
阪
市
立
阪
南
小
学

校
）
若
狹
早
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
小

学
校
）

受
賞
者
　
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

大
賞
＝
チ
ャ
ケ
レ
オ
ン
（Jakob-Fugger-

Gym
nasium

）、
優
秀
賞
＝
孫
莉
佳
（
日
本

女
子
大
学
附
属
中
学
校
）
辻
陽
菜
子
（
北
九

州
市
立
篠
崎
中
学
校
）、
選
考
委
員
特
別
賞

＝
我
那
覇
優
愛
（
宮
古
島
市
立
伊
良
部
島
中

学
校
）
大
水
音
諒
（
岡
崎
市
立
岩
津
中
学
校
）

八
尾
結
花
（
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
）

第
16
回　
子
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞

二
〇
二
五
年
三
月
一
日
～
三
〇
日

　
川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社
（
主
宰
：
安
川
聖
）
主

催
で
、
九
州
の
川
柳
句
碑
を
紹
介
す
る
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
の
川
柳
の
発
展
に

寄
与
し
た
柳
人
た
ち
の
句
を
伝
え
る
碑
を
通
じ

て
、
九
州
に
お
け
る
川
柳
の
あ
り
よ
う
と
豊
か

さ
を
感
じ
ら
れ
る
展
示
で
し
た
。

　

ま
た
会
報
誌
の
「
川
柳
く
ろ
が
ね
」
は
二

〇
二
五
年
三
月
号
で
発
刊
一
〇
〇
〇
号
を
迎

え
ま
し
た
。
一
九
二
八
年
に
会
が
創
設
さ
れ

た
翌
年
に
創
刊
、
戦
中

に
一
時
休
刊
し
ま
し
た

が
、
九
六
年
を
経
て
の

記
念
号
刊
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

櫓
山
荘
や
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
文
化
や
歴
史

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
櫓
山
荘

子
ど
も
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
（
北
九
州
俳

句
協
会
、
久
女
・
多
佳
子
の
会
、
ほ
か
）
主

催
で
二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
の
俳
句
大
会
は
、
今
年
度
で
20
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

北
九
州
市
を
中
心
に
、
小
学
校
、
中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
の
計
64
校
か
ら
、
五
四
三
三

句
の
応
募
が
あ
り
、
特
別
賞
11
作
品
、
秀
作

36
作
品
、
学
校
賞
２
校
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

文
学
館
で
は
、
12
月
８
日
～
12
月
28
日
の

間
、
特
別
賞
・
秀
作
作
品
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
生
き
生
き
と
し
た
作
品
に
う
な
ず
き

な
が
ら
感
心
さ
れ
る
方
や
、
照
れ
く
さ
そ
う

に
作
品
と
一
緒
に
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
子
ど
も

の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

力
作
せ
い
ぞ
ろ
い

「
櫓
山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会
」

九
州
の
川
柳
句
碑
写
真
展
、

「
川
柳
く
ろ
が
ね
」
誌

一〇
〇
〇
号
刊
行
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二
〇
二
四
年
一
二
月
七
日

　

北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
、
北
九
州
市
出

身
の
詩
人　

宗
左
近
、
み
ず
か
み
か
ず
よ
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
想
像
力
と
表
現
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
、「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き

た
詩
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
15
回
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
北
九
州

市
内
外
か
ら
小
学
生
の
部
に
１
６
８
作
品
、

中
学
生
の
部
に
８
５
７
作
品
、
計
１
０
２
５

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
表
彰
式
は
文
学
館
交

流
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
の
詩
の
朗
読
や
、

最
終
選
考
員
の
平
出
隆
さ
ん
の
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
講
評
は
、
平
出
さ
ん
を
受
賞
者
が

囲
ん
で
対
話
形
式
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
の
作

品
制
作
の
過
程
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

よ
り
受
賞
作
品
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

受
賞
者
　
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

宗
左
近
賞
＝
田
島
璃
玖
斗
（
北
九
州
市
立
赤

崎
小
学
校
）
み
ず
か
み
か
ず
よ
賞
＝
芳
賀
菫

（
国
府
台
女
子
学
院
小
学
部
）
北
九
州
市
長

賞
＝
石
束
暁
（
京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小

中
学
校
）
北
九
州
市
教
育
長
賞
＝
平
賀
は
る

（
京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校
）
北

九
州
市
立
文
学
館
長
賞
＝
才
田
唯
喜
（
北
九

州
市
立
曽
根
東
小
学
校
）

受
賞
者
　
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

宗
左
近
賞
＝
木
村
優
衣
奈
（
女
子
美
術
大
学

付
属
中
学
校
）
み
ず
か
み
か
ず
よ
賞
＝
漆
畑

美
咲
（
鹿
児
島
純
心
女
子
中
学
校
）
北
九
州

市
長
賞
＝
山
本
埜
乃
華
（
女
子
美
術
大
学
付

属
中
学
校
）
北
九
州
市
教
育
長
賞
＝
高
倉
纏

（
女
子
美
術
大
学
付
属
中
学
校
）
北
九
州
市

立
文
学
館
長
賞
＝
川
野
奈
菜
（
和
歌
山
県
立

田
辺
中
学
校
）

  

第
15
回
「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
詩
」
コ
ン
ク
ー
ル

二
〇
二
四
年
一
一
月
三
日

　

北
九
州
音
楽
協
会
の
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
の

一
環
と
し
て
、
白
川
深
雪
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
）
と
後
藤
ト
モ
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ

ペ
ラ
「
ト
ス
カ
」

や
「
レ
ク
イ
エ

ム
」
な
ど
本
格
的

な
楽
曲
か
ら
、
参

加
者
も
一
緒
に

合
唱
し
た
「
ふ
る

さ
と
」
ま
で
、
幅

広
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
、

音
楽
の
迫
力
と

魅
力
に
触
れ
た

一
日
と
な
り
ま

し
た
。

二
〇
二
四
年
一
一
月
一
六
日

　

福
岡
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会
「
文
学
が

描
く
イ
タ
リ
ア
と
移
民
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
文
学
者
・
翻
訳
家
で
あ
る
栗

原
俊
秀
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
文
学

作
品
を
通
し
て

移
民
の
歴
史
や

イ
タ
リ
ア
人
の

生
活
、
文
化
を

紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
翻
訳

業
界
の
裏
話
な

ど
も
お
話
い
た

だ
き
、
聴
衆
は

興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し

た
。

二
〇
二
四
年
一
二
月
八
日

　

八
幡
西
区
の
黒
崎
駅
周
辺
に
お
店
を
構
え

る
三
つ
の
古
書
店
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
黒
崎
古
書
店
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

17
人
の
参
加
者
は
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
を

楽
し
く
歩
き
な
が
ら
回
り
ま
し
た
。

　

店
主
か
ら
こ
だ
わ
り
や
特
徴
な
ど
の
お
話

を
聞
き
、
み
な
さ
ん
、
お
気
に
入
り
の
本
や

掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
古

書
店
が
あ
っ
て
、
面
白
か
っ
た
」「
こ
ん
な

企
画
を
待
っ
て
い
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
文
学
館
友
の
会
」新
規
会
員
を
募
集

　

友
の
会
活
動
は
、
文
学
や
文
学
館
に

関
心
が
あ
る
人
々
が
集
ま
り
、
文
学
・

文
芸
に
関
す
る
知
識
教
養
、
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
文
学
館
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

【
会
員
期
間
】
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
～

二
〇
二
六
年
三
月（
一
年
ご
と
の
更
新
）

【
会
費
】
二
〇
〇
〇
円

【
特
典
】

○
常
設
展
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
「
年

間
定
期
券
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
）」

○
「
特
別
企
画
展
ご
招
待
券
」（
一
枚
）

○
特
別
企
画
展
の
図
録
（
文
学
館
製
作

分
、
一
冊
）

○
文
学
館
が
実
施
す
る
文
学
賞
の
「
作

品
集
」（
一
冊
）

○
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
等
へ
の
優
先
参
加

○
館
報
、
友
の
会
会
報
を
郵
送　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
事
務
局

（
文　

学
館
事
務
局
内
）

　

☎
０
９
３‒

５
７
１‒

１
５
０
５

歌
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

福
岡
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会

友
の
会
自
主
企
画

「
黒
崎
古
書
店
め
ぐ
り
」
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青
柳
文
吉
、
荒
木
輝
二
、
有
川
公
一
、
有
馬

記
念
館
保
存
会
、
有
森
信
二
、
粟
谷
さ
や
か
、

石
川
桂
子
、市
川
市
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
、

市
川
市
立
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
井
上
靖
記

念
文
化
財
団『
伝
書
鳩
』編
集
室
、井
本
元
義
、

大
阪
俳
句
史
研
究
会
、
大
土
由
美
、
岡
田
哲

也
、
加
藤
邦
彦
、
加
藤
芳
人
、
角
川
文
化
振

興
財
団
『
俳
句
』
編
集
部
、
花
鳥
社
、
神
奈

川
近
代
文
学
館
、
金
沢
湯
涌
夢
二
館
、
萱
島

さ
つ
き
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
九
州
産
業
大
学

美
術
館
、
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会
、
熊
谷

紀
代
、
児
玉
佳
久
、
さ
い
た
ま
文
学
館
、
佐

久
間
庸
和
、
座
間
耀
永
、
柴
田
康
弘
、
関
中

子
、
小
豆
島
尾
崎
放
哉
記
念
館
、
書
肆
侃
侃

房
、
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
、
新
葉
館

出
版
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」文
化
祭
２
０
２
４
、

全
国
文
学
館
協
議
会
事
務
局
、
千
田
佳
代
、

竹
之
内
靖
方
、
田
島
三
間
、
多
田
康
廣
、
田

中
幸
昭
、
谷
口
絹
枝
、
調
布
市
武
者
小
路
実

篤
記
念
館
、
続
木
道
子
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー

ン
・
セ
ン
タ
ー
柏
崎
、
中
原
中
也
記
念
館
、

夏
野
雨
、
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
、
野

田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
、
萩
原
朔
太
郎
研
究

会
、
姫
路
文
学
館
、
福
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、

ふ
く
や
ま
文
学
館
、
福
本
弘
明
、
文
京
区
立

森
鷗
外
記
念
館
、
北
海
道
立
文
学
館
、
増
田

連
、
町
田
そ
の
こ
、
港
屋
、
峰
崎
成
規
、
村

田
喜
代
子
、
森
鷗
外
記
念
会
、
森
静
男
、
屋

代
彰
子
、
山
内
克
士
、
山
田
稔
、
祐
徳
美
惠

子
、
行
橋
市
歴
史
資
料
館
、
夢
野
久
作
と
杉

山
三
代
研
究
会
事
務
局
、
吉
田
幸
雄

青
嶺
、
馬
醉
木
、
阿
蘇
、
花
鶏
、
海
、
絵
合

せ
、鷗
外
、沖
、Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
、海
峡
派
、回
游
、

季
刊
午
前
、
北
九
州
文
化
、
今
日
の
花
、
九

州
文
学
、
鯨
々
、
現
代
俳
句
、
自
鳴
鐘
、
書

馨
、scripta

、
青
穂
、
粼
、
川
柳
く
ろ
が
ね
、

川
柳
マ
ガ
ジ
ン
、
川
柳
む
ら
さ
き
、
空
、
鬣
、

小
さ
い
旗
、天
籟
通
信
、西
日
本
文
化
、新
墾
、

虹
野
、
浜
木
綿
、
ひ
び
き
、
ふ
よ
う
、
ぽ
ち

袋
、
八
雁
、
遼
、
り
ん
ど
う

　
■ 

提
供
雑
誌

お
祝
い

・
伊
藤
比
呂
美
さ
ん
（
詩
人
）
が
、
第

83
回
西
日
本
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

・
高
橋
睦
郎
さ
ん
（
詩
人
）
が
、
二
〇

二
四
年
度
の
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

・
角
田
光
代
さ
ん
（
作
家
）
が
、
第
59
回

吉
川
英
治
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み

・
山
崎
一
穎
さ
ん
（
森
鷗
外
記
念
館
［
津

和
野
町
］
館
長
、
学
校
法
人
跡
見
学

園
前
理
事
長
）
二
〇
二
四
年
九
月
一

四
日
に
ご
逝
去
、
85
歳
。

　

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
■ 

寄
贈
者
・
提
供
者

戦
後
80
年
を
考
え
る

　

か
つ
て
、文
学
は
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
動
員
さ
れ
、

文
学
者
は
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
関
わ
っ
た
の
か
。

　

北
九
州
ゆ
か
り
の
文
学
者
で
あ
る
火
野
葦
平
、
林

芙
美
子
と
戦
争
と
の
関
わ
り
を
た
ど
り
ま
す
。

2025年７月19日（土）▶９月28日（日）

戦争と文学者戦争と文学者
――火野葦平火野葦平、、林芙美子の場合（仮）林芙美子の場合（仮）

・【
資
料
紹
介
】
宗
左
近
〈
縄
文
〉
ノ
ー
ト

解
題
・
翻
刻
（
３
）（
稲
田
大
貴
・
小
野

芳
美
）

・
主
な
寄
贈
資
料　

二
〇
二
三
年
度

　

今
号
よ
り
、
紙
出
版
を
終
了
し
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
電
子
版
公
開
の
み
と

い
た
し
ま
し
た
。

一
月
一
九
日　

第
65
回
葦
平
忌
（
若
松
区
・

　
　
　
　
　
　

若
松
市
民
会
館
）

一
月
二
一
日　

久
女
忌
（
小
倉
北
区
・
圓
通

　
　
　
　
　
　

寺
）

三
月
二
六
日　

第
48
回
森
鷗
外
を
し
の
ぶ
春

　
　
　
　
　
　

の
集
い
（
小
倉
北
区
・
森
鷗

　
　
　
　
　
　

外
京
町
住
居
跡
碑
前
）

二
〇
二
四
年
度
下
半
期「
偲
ぶ
会
」

「
北
九
州
市
立
文
学
館
紀
要
」

第
７
号
刊
行

毛筆で描く・・・・毛筆で描く・・・・
　村田喜代子の世界　村田喜代子の世界

第 47 回光草書道展
会期：2025年４月26日（土）～５月６日（火）
会場：北九州市立文学館　企画展示室

　関連イベント
　村田喜代子さん特別講演
　　「わたしは文字を書くのがものすごく下手だった」
　　日時：2025年４月27日（日）13時～14時30分
　　　　　※４月17日（木）から電話 093‒571‒1505で受付開始
　　定員：60 人

予  告
〈共催〉

展 覧 会 開 催 予 告
第36回特別企画展

1938 年 9 月　林芙美子らペン部隊を上
海で迎える火野葦平
左２人目から林芙美子、片岡鉄兵、久米
正雄、火野葦平


